
　東京都世田谷区野沢。閑静な住宅街に、豊かな緑
をたたえた禅寺らしい風格のお寺がある。東急バス
の停留所『野沢龍雲寺』でも広く知られた、臨済宗
妙心寺派の龍雲寺だ。

僧侶自身が仏教を信じ、仏教によって救われていな
ければ、人を救うことはできないと思うのです。

　龍雲寺の若き住職、細川晋輔（ほそかわしんすけ）
さんは力強く語る。小柄ではあるが、しっかりとし
た体格とぶれない眼差しの細川さんからは禅僧らし
い穏やかな自信がみなぎる。
　その自信の源は挙げればきりがない。細川さんは、
仏教書ブームの先駆けとなる『般若心経入門』の松
原泰道（まつばらたいどう）師を祖父に、臨済宗妙
心寺派の行政トップである宗務総長を務めた細川景
一（ほそかわけいいつ）師を父に持つ、仏教界のサ
ラブレッドと言うべき血筋。また、細川さん自身も
臨済宗の中でも特に厳しいとされ、多くは3年で修

行を一区切りとする京都の妙心僧堂に9年在籍。多
くの公案（禅問答）に取り組んだ、臨済宗僧侶とし
て誰もが一目置く存在である。
　しかし、細川さんの歩みは順風満帆だったわけで
はない。

兄は一流名門校に通うのに、自分は受験に失敗。何
をやっても負け犬人生で、東京から抜け出したくて
仕方がありませんでした。大学でようやく京都に抜
け出し、朝からサークル活動とバイト三昧の日々。
落ちこぼれていましたが、暗い方に行かず、明るく
遊ぶ方向に行きました (笑 )

　当時を振り返り、そう笑う細川さんからは何かを
突破してきた明るさが感じられる。その原点は僧堂
での経験だった。

僧堂では落ち込むことは何度もありましたが、龍雲
寺という存在が大きく、逃げるという選択肢があり
ませんでした。
大きかった出来事は、5年目に起きた同期の死でした。
サインが出ていたはずなのに気付けず、止められな

負け犬人生からのスタート
転機は大切な人の死だった
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東京都世田谷区野沢にあ
る大澤山 龍雲寺（だいた
くさん りゅううんじ）は、
野沢龍雲寺という愛称で
も親しまれる地域の信頼
が篤いお寺。お寺では坐
禅会、写経会、論語塾等
に加え、夏には多くの人
が集う盆踊りが行われて
いる。若き住職は、地域
に根ざしたお寺から禅の
未来を描くべく奮闘中。

地域に根ざしたお寺から

公案禅の未来を描く
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かった自分を責め続けました。自分を責め続ける中、
坐禅をやったら救われるのではと、命がけで修行を
やってみようと思ったのです。
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知恩報恩との出会い

　「やらされる修行」から、「やる修行」へと心を入
れ替えた後は、公案を透過（クリア）する速さが格
段に上昇し、9年たった頃、老師から「君はもう帰り
なさい」と言われるまでになった。

公案には真剣に取り組みましたが、自分にとっての
最大の公案とも言うべき疑問は同期の死でした。坐
禅中は絶えずそのことが頭をよぎります。その中で、
ようやく見つけた言葉が「知恩報恩（ちおんほうお
ん）」でした。

　文字通り、恩を知り、恩に報いるということ。様々
な縁で、ある者は亡くなり、ある者は生を長らえる。
その定めの中で、生ある者は亡くなった人から受け
継いだ恩に気づき、それに報いるために何をなすべ
きか。知恩報恩のために何をするかが、僧堂を去る
細川さんの宿題となった。

禅では悟った後に何をするか、悟後の修行が大切と
言われます。龍雲寺に帰ってきた一週間後に東日本
大震災が起きました。何か役に立ちたいと作業に従
事したものの、被災地の皆さんにはかける言葉が見
つかりませんでした。あの状況を目の当たりにして、
仏教には「ありのままを受けとめる」という言葉が
ありますなんてとてもじゃないけど言えません。自

分が9年間修行してきた禅の教えはここでは役に立
たないと思い知らされ、土砂の除去など、できるこ
とを全うしました。あの時に必要な宗教者は、同じ
被災者として、同じ方言を話す当地のお坊さんだと
痛感しました。

　しかし、被災地では難しいが、東京だったらでき
ることはあるのではないかと考えるようになったと
細川さんは言う。

東京で震災が起きた時には避難所としての使用はも
ちろんのこと、僧侶として役に立てるように自分を
磨くことが大切と感じます。東京、そして世田谷と
いう土着性がある龍雲寺や自分に何ができるかを考
えています。

僧堂時代の細川さん

「野沢に龍雲寺があって良かった」
と言われるお寺を目指す

宗門か、東京か、野沢かと問いかけられた時、私は
野沢に軸を置きます。「野沢に龍雲寺があって良かっ
た」と思えるお寺を作っていきたいです。

　細川さんは迷いなく言い切る。野沢に軸を置くこ
とは龍雲寺の伝統でもある。

武家が作ったお寺が多い中、龍雲寺は地域から求め
られて建立されたお寺です。みんなの思いでできた
お寺であり、300年間大事にしていただきました。歴
代住職も地域のために尽力してきましたし、野沢龍
雲寺というバス停の名前もそれを物語っていると思
います。

　龍雲寺は野沢という地域のために色々な取り組み
を行なっている。中でも代表的なものは東京では珍
しい盆踊りだ。（写真 1）

今年で49回目になります。準備から当日の見回り等、
地域の方に支えられています。盆踊りは仏教行事ど
真ん中なので、誰もが踊りやすい盆踊りを目指して
います。自分が元気だということをご先祖様に見て
いただくのは布教そのものでもあります。
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　地域との関係を表す目に見える一つの証が、龍雲
寺の境内にある鬱蒼とした雑木林だ。（写真2）

私が小さい時は境内の真ん中に芝生があって野球を
やっていましたが、今は天然のガーデニングになっ
ています。地域にマンションが建つ際に、代々守っ
てきた木を伐採したくないので、龍雲寺で引き取っ
てくれないかと頼まれて。それ以外にも似たお願い
があり、野沢に代々生えてきた木が境内には植えら
れています。昔見た木が知らず知らずのうちに龍雲
寺で見られるという良さもあります。結果として都
心には、珍しく鬱蒼とした雑木林になっています。

　龍雲寺は地域の神社との関係も大切にし、神社の
行事には必ず龍雲寺として参加している。（写真3）

神社にも衣で行きますし、二礼二拍手もやります。
野沢講として三峯神社（埼玉県）・榛名神社（群馬県）
に雨乞いのお参りに行く行事も150年以上続いてい
ます。今の野沢には水田も畑もない中で、「続いてい
るものを大事にしよう」という思いが皆さんにある
のでしょう。三峯神社と榛名神社から分けていただ
いた神社が龍雲寺にもありますし、神社との関係は
これからも大切にしていきたいです。

　野沢のため。龍雲寺の理念は境内や様々な取り組
みに垣間見える。知恩報恩の一つのあり方として、
龍雲寺の理念は次代に受け継がれていくに違いない。

　龍雲寺では毎週日曜日の早朝に坐禅会を行なう。
最近は瞑想やマインドフルネス等も流行になる中、
明確に何かを欲している人が多く来る。それに従い、
坐禅会もレベルアップする必要性を細川さんは感じ
ている。

臨済宗は公案あってこその坐禅。疑問なくして坐禅
はありえません。隻手音声（せきしゅおんじょう）
という公案は片手の音を聞くというものですが、分
からない疑問で心を満たすと、その他の考えが押し
出されていきます。疑問は何でもよく、仕事でも家
庭のことでも良いです。疑問と一体になると苦しみ
が苦しみではなくなる境地があります。
坐禅は何かを得るためではなく、何かを捨てるため
のもの。帰りのバスで「得るものが何もなかった」
というのは大金星で、ゴミを捨てる気持ちで来てい
ただきたいです。見返りや、何かを得たいと思いが
ちな時代だからこそ、何かを捨てるという禅の意味
があると思います。

　細川さんは公案禅を通じて多くの人に「心の柱」
を見つけてほしいと願っている。

私はゴムのように軋む柱を理想の心として捉えてい
ます。楽しい時は楽しい。悲しい時は悲しい。感動

公案禅に息吹を取り戻したい
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